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令
和
五
年
度
の
秋
山
山
行
を
何
処
に

す
る
か
を
事
務
局
会
議
で
話
し
合
い
、

九
月
三
十
日
（
土
）
八
郎
潟
町
の
高
岳

山
（
二
三
一
ｍ
）
と
三
等
三
角
点
の
あ

る
鳥
越
山
（
二
二
一
．
七
）
と
決
定
し

た
。 高

岳
山
は
秋
田
市
か
ら
近
く
、
低
山

な
の
で
浦
城
本
丸
跡
の
散
策
を
プ
ラ
ス

し
、
五
城
目
町
朝
市
の
開
催
日
で
も
あ

る
こ
と
か
ら
、
朝
市
も
見
学
す
る
こ
と

と
し
た
。 

 
当
日
、
三
十
日
の
天
気
予
報
は
「
く

も
り
、
雨
」
、
更
に
晴
男
の
鎌
田
副
支
部

長
が
急
き
ょ
欠
席
と
、
天
候
は
微
妙
で

あ
っ
た
が
、
持
ち
こ
た
え
て
く
れ
る
こ

と
を
期
待
し
て
出
発
し
た
。 

 

五
城
目
朝
市
で
は
、
各
自
が
店
主
と

の
会
話
を
楽
し
み
な
が
ら
、
秋
の
味
覚

な
ど
を
購
入
し
て
い
た
。 

 

浦
大
町
の
副
川
神
社
隣
の
登
山
口
の

あ
る
駐
車
場
で
参
加
者
確
認
、
鈴
木
顧

問
の
あ
い
さ
つ
、
及
び
コ
ー
ス
説
明
な

ど
を
行
い
、
九
時
三
十
六
分
出
発
。 

副
川
神
社
里
宮
を
過
ぎ
、
い
き
な
り

階
段
状
の
急
勾
配
に
挑
む
。 

か
な
り
の
急
登
で
、
か
つ
、
山
ヒ
ル

の
生
息
地
で
あ
る
が
、
ヒ
ル
は
姿
を
見

せ
ず
静
か
に
見
守
っ
て
く
れ
た
。 

後
日
、
ヒ
ル
被
害
に
遭
っ
た
会
員
が

い
た
こ
と
が
判
明
。
出
発
時
の
気
温
が

二
十
一
度
な
の
で
ヒ
ル
が
出
る
可
能
性

が
あ
っ
た
の
か
も
？ 

汗
を
か
き
つ
つ
最
初
の
目
的
地
の
常

夜
燈
に
辿
り
着
く
。
一
服
し
、
八
郎
潟

や
男
鹿
半
島
の
景
色
を
楽
し
む
。 

こ
こ
か
ら
再
出
発
し
、
副
川
神
社
奥

宮
（
高
岳
山
）
に
十
時
十
三
分
到
着
。 

 
 

参
加
者
か
ら
、
神
社
の
参
拝
方
法
な

ど
の
レ
ク
チ
ャ
ー
を
受
け
る
な
ど
教
養

的
な
山
行
と
な
っ
た
。 

神
社
裏
手
の
歩
道
を
進
み
、
３
等
三

角
点
の
あ
る
鳥
越
山
・
一
本
桜
見
晴
台

で
、
集
合
写
真
を
撮
影
し
て
か
ら
早
め

の
昼
食
会
。 

某
会
員
の
〝
お
に
ぎ
り
忘
れ
怪
事
件

〟
な
ど
が
あ
り
、
笑
い
も
お
か
ず
に
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
。 

下
山
は
急
坂
を
慎
重
に
進
み
、
叢
雲

の
滝
を
経
て
、
室
町
時
代
末
期
に
設
け

ら
れ
た
、
三
浦
氏
の
山
城
・
浦
城
本
丸

跡
な
ど
整
備
さ
れ
た
登
山
道
を
散
策
し

た
。 終

盤
に
天
気
予
報
通
り
雨
が
落
ち
て

き
た
が
、
概
ね
天
候
に
恵
ま
れ
た
秋
山

行
を
満
喫
で
き
た
。 

全
員
の
下
山
を
確
認
し
、
佐
々
木
顧

問
の
あ
い
さ
つ
で
十
三
時
三
十
三
分
散

会
と
な
っ
た
。 

行
動
時
間
三
時
間
五
十
六
分
、
距
離

三
・
六
キ
ロ 

参参
加加
者者 

佐
々
木
民
秀 

若
月
寿 

鈴
木
裕
子 

堀
井
弘 

佐
藤
博 

 

柴
田
勧 

後
藤
浩
二 

三
浦
昭
男 

小
松
芳
美 

会
員
外
五
名 

※ 

森
山
（
五
城
目
町
）
に
も
ヒ
ル
出
現 

ご
注
意
を
。 

 

新 

入 

会 

員 

紹 

介 
 

渡 

部 

昌 

輝 

（
二
十
六
才
） 

会
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番
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一
七
一
四
九 
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広
面 

入
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令
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介
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（2）　日 本 山 岳 会 秋 田 支 部

  

第
三
十
六
回
全
国
支
部
懇
談
会 

 
 

佐
々
木 

民 

秀  
 

 
 

九
月
二
十
三
日
～
二
十
四
日
、
群
馬

県
水
上
町
で
、
群
馬
支
部
担
当
の
全
国

支
部
懇
談
会
が
開
催
さ
れ
た
。
全
国
か

ら
の
参
加
者
は
百
五
十
八
名
。 

 

上
毛
高
原
駅
か
ら
ホ
テ
ル
迎
え
の
バ

ス
に
乗
り
、
会
場
の
坐
山
ホ
テ
ル
へ
。 

 

午
後
四
時
三
十
分
か
ら
の
講
演
会
は

「
今
、
谷
川
岳
で
考
え
る
安
全
登
山
」

と
題
し
て
、
群
馬
県
警
察
谷
川
岳
隊
長

伊
藤
武
氏
か
ら
、
山
岳
遭
難
に
つ
い
て

実
際
の
経
験
か
ら
の
お
話
が
あ
っ
た
。 

 

十
六
時
三
十
分
か
ら
の
懇
親
会
で
は

水
上
町
長
か
ら
歓
迎
の
言
葉
が
あ
り
、 

全
国
各
地
か
ら
集
ま
っ
た
会
員
で
大
賑

わ
い
、
広
い
会
場
に
は
百
六
十
も
の
お

膳
が
並
び
、
昭
和
時
代
の
宴
会
を
思
わ

せ
た
。  

  

翌
、
二
十
四
日
早
朝
、
ホ
テ
ル
か
ら

バ
ス
で
慰
霊
公
園
先
に
あ
る
、
谷
川
岳

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
駐
車
場
へ
移
動

し
、
六
班
に
分
か
れ
て
一
ノ
倉
沢
眺
望

地
へ
九
時
十
分
出
発
。
我
々
は

A
班
で

北
海
道
支
部
や
首
都
圏
の
会
員
と
共
に

四
方
山
話
を
し
な
が
ら
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

ロ
ー
ド
（
車
道
）
を
辿
る
。 

 

マ
チ
ガ
沢
出
会
い
を
経
て
一
ノ
倉
沢

眺
望
地
へ
十
時
二
十
五
分
到
着
し
、
迫

力
あ
る
大
岩
壁
を
眺
め
楽
し
む
。 

一
行
百
六
十
名
程
の
大
集
合
記
念
撮

影
後
帰
途
に
就
く
。 

 

谷
川
岳
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
駐
車

場
で
昼
食
を
頂
き
、
午
後
一
時
こ
ろ
散

会
し
た
。 

 

日
本
三
大
岩
壁
の
一
ノ
倉
は
、
何
度

来
て
眺
め
て
も
飽
き
足
ら
ず
、
懐
か
し

い
一
日
を
過
ご
さ
せ
て
頂
い
た
。 

 

予
備
日
と
し
た
翌
二
十
五
日
も
晴
天

と
な
り
、
谷
川
岳
へ
向
か
う
。
宿
泊
し

た
天
神
ロ
ッ
ジ
す
ぐ
先
の
谷
川
岳
ロ
ー

プ
ウ
ェ
イ
で
天
神
平
へ
。 

午
前
八
時
四
十
五
分
、
今
野
さ
ん
と

出
発
。
鈴
木
さ
ん
は
天
神
山
や
天
神
尾

根
一
帯
を
散
策
す
る
と
の
こ
と
。 

マ
イ
ペ
ー
ス
の
小
生
は
、
今
野
さ
ん

に
先
に
行
っ
て
頂
き
、
木
道
や
細
石
で

整
備
さ
れ
た
道
を
、
ゆ
っ
く
り
休
ま
ず

進
む
。
熊
穴
避
難
小
屋
で
か
つ
て
を
偲

び
、（
水
上
か
ら
の
コ
ー
ス
は
廃
道
）
露

岩
の
続
く
坂
道
を
登
っ
て
肩
の
小
屋
へ
。

す
ぐ
先
の
ト
マ
ノ
耳
に
十
一
時
十
分
到

着
。
撮
影
後
、
オ
キ
ノ
耳
に
向
か
う
。

途
中
で
下
山
し
て
く
る
今
野
さ
ん
と
会

い
、
ト
マ
ノ
耳
で
合
流
す
る
こ
と
に
。 

十
一
時
三
十
分
、
オ
キ
ノ
耳
（
一
九

七
七
ｍ
）
に
到
着
。 

青
春
時
代
に
登
っ
た
マ
チ
ガ
沢
や
一

ノ
倉
沢
を
見
下
ろ
し
、
共
に
登
り
、
先

に
逝
っ
た
岳
友
の
面
々
を
偲
ぶ
。 

山
頂
に
は
十
五
名
程
度
い
た
が
、
こ

の
山
に
初
め
て
登
る
人
々
は
多
く
、
周

辺
の
谷
や
山
を
説
明
。
私
は
年
齢
を
問

わ
れ
て
八
十
八
才
と
答
え
る
と
驚
か
れ
、

そ
し
て
米
寿
を
祝
っ
て
頂
く
な
ど
良
き

記
念
登
頂
と
な
っ
た
。 

ト
マ
ノ
耳
か
ら
今
野
さ
ん
と
下
山
。

下
山
途
中
で
集
会
に
参
加
し
た
元
富
山

支
部
長
の
山
田
さ
ん
や
北
海
道
支
部
長

の
藤
木
さ
ん
等
と
出
会
い
、
肩
ノ
小
屋

で
記
念
撮
影
。
昼
食
を
摂
る
彼
ら
と
お

別
れ
し
、
午
後
二
時
頃
天
神
平
ら
に
下

山
し
た
。 

 参参
加加
者者 

佐
々
木
民
秀 

今
野
昌
雄 

鈴
木
裕
子 

こ
の
日
の
登
山
者
は
八
十
名
程
。
三

十
代
か
ら
五
十
代
多
く
、
男
女
半
々
、

単
独
、
ペ
ア
、
仲
間
同
志
が
多
く
、
殆

ど
が
首
都
圏
。
グ
ル
ー
プ
や
ガ
イ
ド
付

き
に
は
会
わ
な
か
っ
た
。
後
期
高
齢
者

激
減
。
ス
ト
ッ
ク
の
方
少
な
し
、
等
々

で
あ
っ
た
。 

               

太太
平平
山山
縦縦
走走
路路  

（（
中中
岳岳
～～
宝宝
蔵蔵
岳岳
））
のの  

刈刈
払払
作作
業業
にに
参参
加加
報報
告告  

 
 
 
 
 

歩歩
仁仁
内内  

昌昌  

樹樹  
  

七
月
十
五
日
か
ら
の
豪
雨
に
よ
り
、

太
平
山
で
は
四
十
八
時
間
雨
量
が
四
百

六
ミ
リ
と
観
測
史
上
最
大
の
記
録
と
な

り
、
仁
別
林
道
及
び
旭
又
コ
ー
ス
は
甚

大
な
被
害
を
受
け
復
旧
ま
で
に
数
年
か

か
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。 

太
平
山
奥
岳
へ
の
登
路
と
し
て
唯
一

被
害
を
受
け
な
か
っ
た
の
が
前
岳
・
中

岳
・
宝
蔵
岳
を
経
由
す
る
二
手
ノ
又
（

木
曽
石
）
コ
ー
ス
で
あ
る
が
、
全
長
約

九
キ
ロ
の
上
級
者
向
け
の
縦
走
コ
ー
ス

で
、
近
年
は
ヤ
ブ
化
が
進
行
し
て
足
元

が
見
え
ず
危
険
な
状
況
で
あ
っ
た
。 

何
か
で
き
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
か

と
思
っ
て
い
た
た
め
、
中
央
地
区
山
岳

協
議
会
か
ら
の
刈
払
作
業
へ
の
協
力
依

頼
に
は
喜
ん
で
参
加
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。 

刈
払
作
業
に
は
秋
田
山
岳
会
、
河
辺

山
歩
会
、
三
吉
神
社
関
係
者
な
ど
十
一

名
が
従
事
し
、
九
月
二
十
七
日
、
二
十

九
日
、
三
十
日
の
三
日
間
で
中
岳
か
ら

宝
蔵
岳
ま
で
の
刈
払
い
を
完
了
す
る
こ

と
が
で
き
た
。 

私
が
参
加
し
た
の
は
一
日
だ
け
で
あ

っ
た
が
、
こ
の
区
間
は
足
場
の
悪
い
ト

ラ
バ
ー
ス
が
続
い
て
、
何
よ
り
も
刈
払

機
を
担
い
で
作
業
現
場
ま
で
三
時
間
歩

く
の
は
難
儀
な
も
の
で
あ
っ
た
。 

一ノ倉沢を望む 

 
 

  

国
指
定
史
跡
「
鳥
海
山
矢
島
口
道
者
道
（
登
拝
道
） 

探
索
会
に
参
加
し
て 

 
 

 
 

鎌 

田 

倫 

夫 

 

 

 

由
利
本
荘
市
矢
島
町
在
住
の
佐
藤
助

雄
委
員
か
ら
の
案
内
で
、
修
験
者
が
歩

い
た
旧
登
山
道
を
散
策
し
な
が
ら
紅
葉

を
楽
し
む
の
が
目
的
の
一
般
募
集
で
あ

っ
た
が
、
日
本
山
岳
会
百
二
十
周
年
記

念
事
業
の
「
全
国
山
岳
古
道
調
査
」
に

も
決
定
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
参
加
す

る
こ
と
に
し
た
。
残
念
な
が
ら
佐
藤
委

員
は
所
要
の
た
め
欠
席
で
し
た
が
、
新

入
会
員
の
渡
部
昌
輝
さ
ん
に
も
声
掛
け

し
た
と
こ
ろ
、
参
加
し
て
く
れ
た
。 

令
和
五
年
十
月
八
日
（
日
）
、
五
時
三

十
分
。
秋
田
支
部
員
集
合
場
所
の
御
所

野
は
ま
だ
薄
暗
い
が
、
外
の
登
山
グ
ル

ー
プ
も
何
人
か
集
ま
り
始
め
て
い
る
。 

挨
拶
し
な
が
ら
訪
ね
る
と
東
鳥
海
山
や

乳
頭
山
・
秋
田
駒
ヶ
岳
縦
走
な
ど
の
予

定
で
あ
っ
た 

 

散
策
会
の
受
付
場
所
の
「
日
新
館
」

は
矢
島
駅
の
近
く
に
あ
る
。
前
日
ま
で

の
雨
空
が
気
に
な
っ
て
い
た
が
天
候
が

回
復
し
、
八
時
に
一
般
参
加
者
二
十
五

名
と
ス
タ
ッ
フ
十
名
が
バ
ス
で
道
者
道

の
起
点
ま
で
移
動
し
て
、
主
催
者
の
「
道

者
道
を
復
元
す
る
会
」
か
ら
の
挨
拶
と

説
明
に
続
き
準
備
体
操
後
に
探
索
を
開

始
し
た
。 

猛
暑
の
た
め
例
年
に
比
べ
幾
分
紅
葉

が
遅
れ
て
い
る
山
中
を
現
在
の
登
山
口

で
あ
る
祓
川
ま
で
旧
道
を
登
っ
た
。 

通
行
車
両
に
気
を
付
け
な
が
ら
車
道

を
何
度
か
横
切
り
な
が
ら
標
高
を
上
げ

て
い
く
。
途
中
、
道
銭
小
屋
跡
、
木
境

大
物
忌
神
社
（
二
合
目
）
、
開
山
神
社
、

仁
乗
上
人
碑
な
ど
で
説
明
を
し
て
も
ら

い
、
昔
は
矢
島
駅
か
ら
歩
い
て
神
社
に

宿
泊
し
、
鳥
海
山
頂
上
を
目
指
し
て
登

山
し
た
者
も
少
な
く
な
か
っ
た
と
い
う
。 

           

休
憩
に
用
意
し
て
く
れ
た
イ
チ
ジ
ク

の
甘
露
煮
と
コ
ー
ヒ
ー
は
大
変
美
味
し

か
っ
た
。 

こ
れ
ま
で
何
度
も
こ
の
コ
ー
ス
を
利

用
し
て
鳥
海
山
に
登
山
し
て
い
る
の
に

車
で
素
通
り
す
る
だ
け
で
あ
っ
た
。 

駒
の
王
子
（
三
合
目
）
は
馬
が
登
れ

る
の
は
こ
こ
ま
で
で
、
荷
物
は
こ
れ
よ

り
人
力
で
運
ん
だ
そ
う
だ
。 

善
神
長
根
の
途
中
に
あ
る
「
鬼
石
」

は
よ
く
見
る
と
人
間
の
横
顔
の
よ
う
で

あ
る
。 

祓
川
第
二
駐
車
場
に
出
る
と
現
在
の
登

山
口
で
あ
る
祓
川
ヒ
ュ
ッ
テ
（
五
合
目
）

に
ま
も
な
く
到
着
で
あ
る
。 

 

ヒ
ュ
ッ
テ
で
の
昼
食
時
に
ス
タ
ッ
フ

が
用
意
し
て
く
れ
た
芋
の
子
汁
が
と
て

も
旨
か
っ
た
。 

昼
食
後
、
善
神
沼
（
四
合
目
）
ま
で

下
山
し
、
沼
を
一
周
し
て
か
ら
、
バ
ス

で
日
新
館
に
戻
っ
て
解
散
式
と
な
っ
た
。 

企
画
し
て
く
だ
さ
っ
た
由
利
本
荘
市
、

由
利
本
荘
市
教
育
委
員
会
、
矢
島
山
岳

会
の
皆
様
に
は
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

解
散
後
、
資
料
館
と
な
っ
て
い
る
日

新
館
を
見
学
し
て
鳥
海
山
の
歴
史
を
学

び
秋
田
市
に
向
か
っ
た
。 

参参
加加
者者 

 

鎌
田
倫
夫 

後
藤
浩
二 

小
松
芳
美 

渡
部
昌
輝              

山山
岳岳
古古
道道
調調
査査
状状
況況  

横横
手手
市市
とと
西西
和和
賀賀
町町
をを
訪訪
問問  

三三  

浦浦  

昭昭  

男男  
  

白
木
峠
古
道
調
査
は
、
現
地
調
査
も

ほ
ぼ
整
い
、
こ
れ
か
ら
の
作
業
は
取
り

ま
と
め
に
移
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
の

た
め
、
関
係
す
る
自
治
体
の
協
力
を
得

て
、
現
地
で
の
位
置
確
認
、
歴
史
的
背

景
や
文
献
の
照
合
確
認
等
を
行
う
必
要

が
あ
り
、
当
支
部
か
ら
横
手
市
と
西
和

賀
町
に
調
査
へ
の
協
力
を
依
頼
し
、
打

ち
合
わ
せ
を
行
う
こ
と
と
し
た
。 

 

九
月
二
十
七
日(

水)

に
、
横
手
市
と

西
和
賀
町
を
訪
問
し
、
古
道
調
査
へ
の

協
力
依
頼
の
文
書
を
提
出
し
た
後
、

其
々
の
場
所
で
打
合
せ
を
行
っ
た
。 

〇
横
手
市 

 

午
前
十
一
時
か
ら
山
内
地
域
局 

 

山
内
地
区
交
流
セ
ン
タ
ー 

 

セ
ン
タ
ー
長 

永
沢
弘
氏 

〇
西
和
賀
町 

午
後
二
時
か
ら 

 

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課  

  
  

主
査 

髙
橋
竜
也
氏  

  

出出
席席
者者  

  

三
浦
昭
男 

小
松
芳
美 

高
橋
雄
悦 

 
 

  

※※
全全
国国
山山
岳岳
古古
道道
調調
査査  

日
本
山
岳
会
百
二
十
周
年
記
念
事
業 

調
査
期
間
は
令
和
三
～
令
和
七
年
度 

全
国
で
百
二
十
の
古
道
を
調
査
予
定 

  

祓川ヒュッテ（後方は竜泉ヶ原湿原） 

仁乗上人碑の前で 
説明を受ける 

 



　（3） 日 本 山 岳 会 秋 田 支 部

  

第
三
十
六
回
全
国
支
部
懇
談
会 

 
 

佐
々
木 

民 

秀  
 

 
 

九
月
二
十
三
日
～
二
十
四
日
、
群
馬

県
水
上
町
で
、
群
馬
支
部
担
当
の
全
国

支
部
懇
談
会
が
開
催
さ
れ
た
。
全
国
か

ら
の
参
加
者
は
百
五
十
八
名
。 

 

上
毛
高
原
駅
か
ら
ホ
テ
ル
迎
え
の
バ

ス
に
乗
り
、
会
場
の
坐
山
ホ
テ
ル
へ
。 

 

午
後
四
時
三
十
分
か
ら
の
講
演
会
は

「
今
、
谷
川
岳
で
考
え
る
安
全
登
山
」

と
題
し
て
、
群
馬
県
警
察
谷
川
岳
隊
長

伊
藤
武
氏
か
ら
、
山
岳
遭
難
に
つ
い
て

実
際
の
経
験
か
ら
の
お
話
が
あ
っ
た
。 

 

十
六
時
三
十
分
か
ら
の
懇
親
会
で
は

水
上
町
長
か
ら
歓
迎
の
言
葉
が
あ
り
、 

全
国
各
地
か
ら
集
ま
っ
た
会
員
で
大
賑

わ
い
、
広
い
会
場
に
は
百
六
十
も
の
お

膳
が
並
び
、
昭
和
時
代
の
宴
会
を
思
わ

せ
た
。  

  

翌
、
二
十
四
日
早
朝
、
ホ
テ
ル
か
ら

バ
ス
で
慰
霊
公
園
先
に
あ
る
、
谷
川
岳

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
駐
車
場
へ
移
動

し
、
六
班
に
分
か
れ
て
一
ノ
倉
沢
眺
望

地
へ
九
時
十
分
出
発
。
我
々
は

A
班
で

北
海
道
支
部
や
首
都
圏
の
会
員
と
共
に

四
方
山
話
を
し
な
が
ら
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

ロ
ー
ド
（
車
道
）
を
辿
る
。 

 

マ
チ
ガ
沢
出
会
い
を
経
て
一
ノ
倉
沢

眺
望
地
へ
十
時
二
十
五
分
到
着
し
、
迫

力
あ
る
大
岩
壁
を
眺
め
楽
し
む
。 

一
行
百
六
十
名
程
の
大
集
合
記
念
撮

影
後
帰
途
に
就
く
。 

 

谷
川
岳
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
駐
車

場
で
昼
食
を
頂
き
、
午
後
一
時
こ
ろ
散

会
し
た
。 

 

日
本
三
大
岩
壁
の
一
ノ
倉
は
、
何
度

来
て
眺
め
て
も
飽
き
足
ら
ず
、
懐
か
し

い
一
日
を
過
ご
さ
せ
て
頂
い
た
。 

 

予
備
日
と
し
た
翌
二
十
五
日
も
晴
天

と
な
り
、
谷
川
岳
へ
向
か
う
。
宿
泊
し

た
天
神
ロ
ッ
ジ
す
ぐ
先
の
谷
川
岳
ロ
ー

プ
ウ
ェ
イ
で
天
神
平
へ
。 

午
前
八
時
四
十
五
分
、
今
野
さ
ん
と

出
発
。
鈴
木
さ
ん
は
天
神
山
や
天
神
尾

根
一
帯
を
散
策
す
る
と
の
こ
と
。 

マ
イ
ペ
ー
ス
の
小
生
は
、
今
野
さ
ん

に
先
に
行
っ
て
頂
き
、
木
道
や
細
石
で

整
備
さ
れ
た
道
を
、
ゆ
っ
く
り
休
ま
ず

進
む
。
熊
穴
避
難
小
屋
で
か
つ
て
を
偲

び
、（
水
上
か
ら
の
コ
ー
ス
は
廃
道
）
露

岩
の
続
く
坂
道
を
登
っ
て
肩
の
小
屋
へ
。

す
ぐ
先
の
ト
マ
ノ
耳
に
十
一
時
十
分
到

着
。
撮
影
後
、
オ
キ
ノ
耳
に
向
か
う
。

途
中
で
下
山
し
て
く
る
今
野
さ
ん
と
会

い
、
ト
マ
ノ
耳
で
合
流
す
る
こ
と
に
。 

十
一
時
三
十
分
、
オ
キ
ノ
耳
（
一
九

七
七
ｍ
）
に
到
着
。 

青
春
時
代
に
登
っ
た
マ
チ
ガ
沢
や
一

ノ
倉
沢
を
見
下
ろ
し
、
共
に
登
り
、
先

に
逝
っ
た
岳
友
の
面
々
を
偲
ぶ
。 

山
頂
に
は
十
五
名
程
度
い
た
が
、
こ

の
山
に
初
め
て
登
る
人
々
は
多
く
、
周

辺
の
谷
や
山
を
説
明
。
私
は
年
齢
を
問

わ
れ
て
八
十
八
才
と
答
え
る
と
驚
か
れ
、

そ
し
て
米
寿
を
祝
っ
て
頂
く
な
ど
良
き

記
念
登
頂
と
な
っ
た
。 

ト
マ
ノ
耳
か
ら
今
野
さ
ん
と
下
山
。

下
山
途
中
で
集
会
に
参
加
し
た
元
富
山

支
部
長
の
山
田
さ
ん
や
北
海
道
支
部
長

の
藤
木
さ
ん
等
と
出
会
い
、
肩
ノ
小
屋

で
記
念
撮
影
。
昼
食
を
摂
る
彼
ら
と
お

別
れ
し
、
午
後
二
時
頃
天
神
平
ら
に
下

山
し
た
。 

 参参
加加
者者 

佐
々
木
民
秀 

今
野
昌
雄 

鈴
木
裕
子 

こ
の
日
の
登
山
者
は
八
十
名
程
。
三

十
代
か
ら
五
十
代
多
く
、
男
女
半
々
、

単
独
、
ペ
ア
、
仲
間
同
志
が
多
く
、
殆

ど
が
首
都
圏
。
グ
ル
ー
プ
や
ガ
イ
ド
付

き
に
は
会
わ
な
か
っ
た
。
後
期
高
齢
者

激
減
。
ス
ト
ッ
ク
の
方
少
な
し
、
等
々

で
あ
っ
た
。 

               

太太
平平
山山
縦縦
走走
路路  

（（
中中
岳岳
～～
宝宝
蔵蔵
岳岳
））
のの  

刈刈
払払
作作
業業
にに
参参
加加
報報
告告  

 
 
 
 
 

歩歩
仁仁
内内  

昌昌  

樹樹  
  

七
月
十
五
日
か
ら
の
豪
雨
に
よ
り
、

太
平
山
で
は
四
十
八
時
間
雨
量
が
四
百

六
ミ
リ
と
観
測
史
上
最
大
の
記
録
と
な

り
、
仁
別
林
道
及
び
旭
又
コ
ー
ス
は
甚

大
な
被
害
を
受
け
復
旧
ま
で
に
数
年
か

か
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。 

太
平
山
奥
岳
へ
の
登
路
と
し
て
唯
一

被
害
を
受
け
な
か
っ
た
の
が
前
岳
・
中

岳
・
宝
蔵
岳
を
経
由
す
る
二
手
ノ
又
（

木
曽
石
）
コ
ー
ス
で
あ
る
が
、
全
長
約

九
キ
ロ
の
上
級
者
向
け
の
縦
走
コ
ー
ス

で
、
近
年
は
ヤ
ブ
化
が
進
行
し
て
足
元

が
見
え
ず
危
険
な
状
況
で
あ
っ
た
。 

何
か
で
き
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
か

と
思
っ
て
い
た
た
め
、
中
央
地
区
山
岳

協
議
会
か
ら
の
刈
払
作
業
へ
の
協
力
依

頼
に
は
喜
ん
で
参
加
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。 

刈
払
作
業
に
は
秋
田
山
岳
会
、
河
辺

山
歩
会
、
三
吉
神
社
関
係
者
な
ど
十
一

名
が
従
事
し
、
九
月
二
十
七
日
、
二
十

九
日
、
三
十
日
の
三
日
間
で
中
岳
か
ら

宝
蔵
岳
ま
で
の
刈
払
い
を
完
了
す
る
こ

と
が
で
き
た
。 

私
が
参
加
し
た
の
は
一
日
だ
け
で
あ

っ
た
が
、
こ
の
区
間
は
足
場
の
悪
い
ト

ラ
バ
ー
ス
が
続
い
て
、
何
よ
り
も
刈
払

機
を
担
い
で
作
業
現
場
ま
で
三
時
間
歩

く
の
は
難
儀
な
も
の
で
あ
っ
た
。 

一ノ倉沢を望む 

 

 

  

国
指
定
史
跡
「
鳥
海
山
矢
島
口
道
者
道
（
登
拝
道
） 

探
索
会
に
参
加
し
て 

 
 

 
 

鎌 

田 

倫 

夫 

 

 

 

由
利
本
荘
市
矢
島
町
在
住
の
佐
藤
助

雄
委
員
か
ら
の
案
内
で
、
修
験
者
が
歩

い
た
旧
登
山
道
を
散
策
し
な
が
ら
紅
葉

を
楽
し
む
の
が
目
的
の
一
般
募
集
で
あ

っ
た
が
、
日
本
山
岳
会
百
二
十
周
年
記

念
事
業
の
「
全
国
山
岳
古
道
調
査
」
に

も
決
定
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
参
加
す

る
こ
と
に
し
た
。
残
念
な
が
ら
佐
藤
委

員
は
所
要
の
た
め
欠
席
で
し
た
が
、
新

入
会
員
の
渡
部
昌
輝
さ
ん
に
も
声
掛
け

し
た
と
こ
ろ
、
参
加
し
て
く
れ
た
。 

令
和
五
年
十
月
八
日
（
日
）
、
五
時
三

十
分
。
秋
田
支
部
員
集
合
場
所
の
御
所

野
は
ま
だ
薄
暗
い
が
、
外
の
登
山
グ
ル

ー
プ
も
何
人
か
集
ま
り
始
め
て
い
る
。 

挨
拶
し
な
が
ら
訪
ね
る
と
東
鳥
海
山
や

乳
頭
山
・
秋
田
駒
ヶ
岳
縦
走
な
ど
の
予

定
で
あ
っ
た 

 

散
策
会
の
受
付
場
所
の
「
日
新
館
」

は
矢
島
駅
の
近
く
に
あ
る
。
前
日
ま
で

の
雨
空
が
気
に
な
っ
て
い
た
が
天
候
が

回
復
し
、
八
時
に
一
般
参
加
者
二
十
五

名
と
ス
タ
ッ
フ
十
名
が
バ
ス
で
道
者
道

の
起
点
ま
で
移
動
し
て
、
主
催
者
の
「
道

者
道
を
復
元
す
る
会
」
か
ら
の
挨
拶
と

説
明
に
続
き
準
備
体
操
後
に
探
索
を
開

始
し
た
。 

猛
暑
の
た
め
例
年
に
比
べ
幾
分
紅
葉

が
遅
れ
て
い
る
山
中
を
現
在
の
登
山
口

で
あ
る
祓
川
ま
で
旧
道
を
登
っ
た
。 

通
行
車
両
に
気
を
付
け
な
が
ら
車
道

を
何
度
か
横
切
り
な
が
ら
標
高
を
上
げ

て
い
く
。
途
中
、
道
銭
小
屋
跡
、
木
境

大
物
忌
神
社
（
二
合
目
）
、
開
山
神
社
、

仁
乗
上
人
碑
な
ど
で
説
明
を
し
て
も
ら

い
、
昔
は
矢
島
駅
か
ら
歩
い
て
神
社
に

宿
泊
し
、
鳥
海
山
頂
上
を
目
指
し
て
登

山
し
た
者
も
少
な
く
な
か
っ
た
と
い
う
。 

           

休
憩
に
用
意
し
て
く
れ
た
イ
チ
ジ
ク

の
甘
露
煮
と
コ
ー
ヒ
ー
は
大
変
美
味
し

か
っ
た
。 

こ
れ
ま
で
何
度
も
こ
の
コ
ー
ス
を
利

用
し
て
鳥
海
山
に
登
山
し
て
い
る
の
に

車
で
素
通
り
す
る
だ
け
で
あ
っ
た
。 

駒
の
王
子
（
三
合
目
）
は
馬
が
登
れ

る
の
は
こ
こ
ま
で
で
、
荷
物
は
こ
れ
よ

り
人
力
で
運
ん
だ
そ
う
だ
。 

善
神
長
根
の
途
中
に
あ
る
「
鬼
石
」

は
よ
く
見
る
と
人
間
の
横
顔
の
よ
う
で

あ
る
。 

祓
川
第
二
駐
車
場
に
出
る
と
現
在
の
登

山
口
で
あ
る
祓
川
ヒ
ュ
ッ
テ
（
五
合
目
）

に
ま
も
な
く
到
着
で
あ
る
。 

 

ヒ
ュ
ッ
テ
で
の
昼
食
時
に
ス
タ
ッ
フ

が
用
意
し
て
く
れ
た
芋
の
子
汁
が
と
て

も
旨
か
っ
た
。 

昼
食
後
、
善
神
沼
（
四
合
目
）
ま
で

下
山
し
、
沼
を
一
周
し
て
か
ら
、
バ
ス

で
日
新
館
に
戻
っ
て
解
散
式
と
な
っ
た
。 

企
画
し
て
く
だ
さ
っ
た
由
利
本
荘
市
、

由
利
本
荘
市
教
育
委
員
会
、
矢
島
山
岳

会
の
皆
様
に
は
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

解
散
後
、
資
料
館
と
な
っ
て
い
る
日

新
館
を
見
学
し
て
鳥
海
山
の
歴
史
を
学

び
秋
田
市
に
向
か
っ
た
。 

参参
加加
者者 

 

鎌
田
倫
夫 

後
藤
浩
二 

小
松
芳
美 

渡
部
昌
輝              

山山
岳岳
古古
道道
調調
査査
状状
況況  

横横
手手
市市
とと
西西
和和
賀賀
町町
をを
訪訪
問問  

三三  

浦浦  

昭昭  

男男  
  

白
木
峠
古
道
調
査
は
、
現
地
調
査
も

ほ
ぼ
整
い
、
こ
れ
か
ら
の
作
業
は
取
り

ま
と
め
に
移
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
の

た
め
、
関
係
す
る
自
治
体
の
協
力
を
得

て
、
現
地
で
の
位
置
確
認
、
歴
史
的
背

景
や
文
献
の
照
合
確
認
等
を
行
う
必
要

が
あ
り
、
当
支
部
か
ら
横
手
市
と
西
和

賀
町
に
調
査
へ
の
協
力
を
依
頼
し
、
打

ち
合
わ
せ
を
行
う
こ
と
と
し
た
。 

 

九
月
二
十
七
日(

水)

に
、
横
手
市
と

西
和
賀
町
を
訪
問
し
、
古
道
調
査
へ
の

協
力
依
頼
の
文
書
を
提
出
し
た
後
、

其
々
の
場
所
で
打
合
せ
を
行
っ
た
。 

〇
横
手
市 

 

午
前
十
一
時
か
ら
山
内
地
域
局 

 

山
内
地
区
交
流
セ
ン
タ
ー 

 

セ
ン
タ
ー
長 

永
沢
弘
氏 

〇
西
和
賀
町 

午
後
二
時
か
ら 

 

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課  

  
  

主
査 

髙
橋
竜
也
氏  

  

出出
席席
者者  

  

三
浦
昭
男 

小
松
芳
美 

高
橋
雄
悦 

 
 

  

※※
全全
国国
山山
岳岳
古古
道道
調調
査査  

日
本
山
岳
会
百
二
十
周
年
記
念
事
業 

調
査
期
間
は
令
和
三
～
令
和
七
年
度 

全
国
で
百
二
十
の
古
道
を
調
査
予
定 

  

祓川ヒュッテ（後方は竜泉ヶ原湿原） 

仁乗上人碑の前で 
説明を受ける 

 



（4）　日 本 山 岳 会 秋 田 支 部

  

〇〇
山山
岳岳
古古
道道
調調
査査
オオ
ンン
ララ
イイ
ンン
会会
議議  

・
八
月
二二
日
（
水
） 

 
・
九
月
六六
日
（
水
） 

 
本
会
古
道
調
査
担
当
者
と
の 

月
例
の
調
査
状
況
等
情
報
交
換 

・
十
月
四
日
（
水
） 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
進
捗
状
況
と
し
て

「
古
道
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
を
テ
ス
ト
公

開
」
す
る
。
会
員
限
定
で
閲
覧
で
き
る
。 

矢
島
街
道
は
取
り
下
げ
た
。
代
わ
り

に
「
二
本
杉
峠
・
旧
天
城
峠
」
を
充
て

た
い
と
考
え
て
い
る
。 

 出出
席席
者者 

後
藤
浩
二  

三
浦
昭
男 

小
松
芳
美 

  

令令
和和
五五
年年
度度
支支
部部
連連
絡絡
会会
議議  

後後  

藤藤  

浩浩  

二二    

〇〇
六六
月月
八八
日日((

木木))      

オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
。
本
部
、
支
部

合
わ
せ
て
六
十
名
が
参
加
。 

午
後
七
時
柏
澄
子
総
務
担
当
常
務
理

事
の
司
会
進
行
で
始
ま
り
、
九
時
終
了
。 

会
議
の
目
的
は
、 

１ 

令
和
四
年
度
決
算
報
告
。 

２ 

財
務
状
況
の
報
告
。 

３ 

財
政
改
善
の
た
め
の
意
見
交
換
。 

・
古
野
会
長
あ
い
さ
つ 

 

今
の
会
議
の
主
目
的
は
財
務
状
況
を

把
握
し
、
非
常
に
厳
し
い
こ
の
状
況
を

本
部
支
部
で
共
有
す
る
こ
と
で
あ
る
。

財
務
状
況
説
明
や
各
支
部
活
動
状
況
を

把
握
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
発
展
の
参
考

に
し
て
も
ら
い
た
い
。 

・
南
久
松
財
務
担
当
常
務
理
事 

 

五
百
万
円
を
超
え
る
赤
字
が
二
年
続

い
て
い
る
。
過
去
五
年
間
で
三
年
は
赤

字
決
算
。
会
員
の
減
少
に
よ
り
年
々
会

費
収
入
は
減
少
し
て
い
る
。 

事
業
収
益
が
多
い
年
は
そ
の
事
業
費

用
も
多
く
な
り
、
赤
字
と
は
リ
ン
ク
し

な
い
。
方
向
と
し
て
は
、
会
員
を
増
や

す
、
又
は
経
費
を
減
ら
す
こ
と
に
な
る

が
、
会
費
の
増
額
に
つ
い
て
は
退
会
者

増
の
お
そ
れ
が
あ
る
。
収
益
を
増
や
す

事
業
が
必
要
で
あ
る
。 

・
柏
澄
子
常
務
理
事
か
ら
会
員
数
の
動

向
に
つ
い
て 

二
〇
〇
二
年
以
降
二
〇
一
二
年
を
除

き
退
会
者
が
入
会
者
を
上
回
り
会
員
数

が
減
少
、
近
年
は
そ
の
差
が
大
き
い
。

年
齢
構
成
も
七
十
代
が
最
も
多
く
高
齢

化
が
進
ん
で
い
る
。 

・
上
高
地
山
岳
研
究
所
に
つ
い
て 

 

年
間
五
百
万
円
の
赤
字
（
内
三
百
万

円
は
人
件
費
）
。
利
用
料
金
に
つ
い
て
は
、

設
立
・
許
可
の
経
緯
か
ら
利
用
者
増
や

値
上
げ
は
難
し
い
。
た
だ
し
会
員
外
の

費
用
に
つ
い
て
は
値
上
げ
し
た
い
。 

・
支
部
か
ら
の
質
問
・
意
見 

① 

経
費
削
減
に
つ
い
て 

 

出
版
物
「
山
」
に
つ
い
て
は
、
現
行

毎
月
の
発
行
を
二
ヶ
月
に
一
回
と
し
、

郵
送
料
の
削
減
。
ま
た
、
デ
ジ
タ
ル
化

で
き
な
い
の
か
（
な
か
な
か
踏
み
切
れ

な
い
で
い
る
）
。 

② 

入
会
金
の
二
万
円
に
つ
い
て 

 

会
員
募
集
の
ネ
ッ
ク
に
な
っ
て
い
る
。

支
部
で
補
助
し
て
い
る
の
は
、
岐
阜
、

石
川
、
東
海
、
広
島
な
ど
。
年
齢
に
よ

り
金
額
に
差
を
つ
け
て
い
る
支
部
も
あ

っ
た
。 

③ 

永
年
会
員
か
ら
の
会
費
の
徴
収 

 

こ
れ
か
ら
は
永
年
会
員
が
多
く
な
る
。

会
費
の
半
額
で
も
徴
収
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
か
（
公
益
法
人
の
定
款
で
定
め

ら
れ
て
お
り
無
理
で
あ
る
）
。 

④ 

会
員
増
の
た
め
に
は
、
入
会
金
・ 

年
会
費
な
ど
金
額
の
問
題
だ
け
で
な
く
、

会
そ
の
も
の
の
魅
力
が
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
（
京
都
・
滋
賀
な
ど
） 

「
支
部
の
活
動
事
例
」 

登
山
教
室
の
取
り
組
み
（
群
馬
）
、 

登
山
技
術
を
教
え
る
た
め
の
工
夫
を

毎
年
行
う
（
北
海
道
）
、 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
刷
新
充
実
（
千
葉
）

等
を
行
っ
て
い
る
。 

出出
席席
者者  

  

後
藤
浩
二 

小
松
芳
美 

 

〇〇
九九
月月
二二
十十
一一
日日((

木木))

オ
ン
ラ
イ
ン

で
開
催
。
本
部
、
支
部
合
わ
せ
て
五
十 

名
が
参
加
。
六
月
の
総
会
で
改
選
さ
れ

た
新
た
な
役
員
体
制
で
の
初
会
議
。
午

後
七
時
、
長
島
総
務
担
当
常
務
理
事
の

司
会
進
行
で
開
会
、
八
時
三
十
分
終
了 

一一 

財
務
状
況
の
再
認
識(

南
久
松
常

務
理
事)

 

毎
年
五
〇
〇
万
円
超
の
赤

字
が
続
く
が
、
こ
れ
を
ど
う
す
る
か
。 

二二 

収
入
確
保
の
施
策
（
会
員
数
の
維

持
、
増
加
） 

① 

松
田
理
事
か
ら
支
部
ア
ン
ケ
ー
ト

結
果
の
概
要
報
告 

② 

入
会
金
減
額
の
是
非 

減
額
す
れ
ば
現
会
員
と
不
公
平
に
な
る

の
で
反
対
。
と
の
意
見
と
若
年
層
の
入

会
に
明
ら
か
に
ネ
ッ
ク
な
っ
て
い
る
の

で
せ
め
て
一
定
の
年
齢
以
下
に
は
減
額

す
べ
き
で
あ
る
と
の
意
見
。 

三三 

コ
ス
ト
縮
減 

目
標
五
〇
〇
万
円 

三
〇
〇
万
は
本
部
管
理
費
の
減
額

（
職
員
の
減
員
）
、
二
〇
〇
万
円
は
郵
送 

 
 

費
の
減
額 

・
会
報
「
山
」
の
電
子
配
信 

 

可
能
な
数
支
部
で
試
行
、
来
年
三
月

の
支
部
連
絡
会
議
で
結
果
発
表
。 

秋
田
支
部
は
高
齢
会
員
が
多
く
、
ネ

ッ
ト
環
境
が
な
い
会
員
も
多
い
、
と
の

課
題
も
あ
る
。 

四 

そ
の
他 

新
支
部
担
当 

 

桐
生
理
事
、
松
田
理
事
が
担
当 

 

出出
席席
者者  

  

後
藤
浩
二 

三
浦
昭
男 

 

小
松
芳
美 

 

会会

務務

報報

告告  
 

〇〇
事事
務務
局局
会会
議議  

・
十
一
月
十
日
（
金
）
午
後
一
時
か
ら
、

秋
田
市
泉
コ
ミ
セ
ン
で
開
催
。 

会
報
百
二
十
八
号
等
発
送
。 

出出
席席
者者 

 

鎌
田
倫
夫 

三
浦
昭
男 

小
松
芳
美 

鈴
木
裕
子 

 

 

ク
マ
注
意
！！ 


